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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　２次元配列されると共に、各々が、互いに異なる発色単位として２以上のサブ画素を含
む複数の画素と、
　前記複数の画素を表示駆動する駆動部と
　を備え、
　前記２以上のサブ画素は、輝度成分を主成分として含む色光を発する第１および第２の
サブ画素を有すると共に、全体としてストライプ状となるように配置され、
　前記第１および第２のサブ画素は、１画素内において、中心を通ると共に互いに直交す
る２つの軸のそれぞれに対して、対称性を有するように配置され、
　前記第１および第２のサブ画素は、前記ストライプ状の１つのラインを成し、
　前記１つのライン内において、前記第１および第２のサブ画素のうちの一方のサブ画素
が、他方のサブ画素を挟むように、複数配置されている
　表示装置。
【請求項２】
　前記駆動部は、表示駆動の際に、所定の画像信号を用いてサブピクセルレンダリングを
行う
　請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　前記第１および第２のサブ画素は、白（Ｗ）、緑（Ｇ）、黄（Ｙ）およびシアン（Ｃｙ
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ａｎ）のうちのいずれかの色光を発するものである
　請求項１に記載の表示装置。
【請求項４】
　前記第１のサブ画素は白色光を、前記第２のサブ画素は緑色光をそれぞれ発するもので
ある
　請求項３に記載の表示装置。
【請求項５】
　２次元配列されると共に、各々が、互いに異なる発色単位として２以上のサブ画素を含
む複数の画素と、
　前記複数の画素を表示駆動する駆動部と
　を備え、
　前記２以上のサブ画素は、輝度成分を主成分として含む色光を発する第１および第２の
サブ画素を有すると共に、全体としてストライプ状となるように配置され、
　前記第１および第２のサブ画素は、１画素内において、中心を通ると共に互いに直交す
る２つの軸のそれぞれに対して、対称性を有するように配置され、
　前記第１および第２のサブ画素のうちの一方のサブ画素が、矩形状または方形状の領域
に配置され、他方のサブ画素が、前記一方のサブ画素の外周に沿って配置されている
　表示装置。
【請求項６】
　２次元配列されると共に、各々が、互いに異なる発色単位として２以上のサブ画素を含
む複数の画素と、
　前記複数の画素を表示駆動する駆動部と
　を備え、
　前記２以上のサブ画素は、輝度成分を主成分として含む色光を発する第１および第２の
サブ画素を有すると共に、全体としてストライプ状となるように配置され、
　前記第１および第２のサブ画素は、１画素内において、中心を通ると共に互いに直交す
る２つの軸のそれぞれに対して、対称性を有するように配置され、
　前記第１および第２のサブ画素のうちの一方は、前記ストライプ状の延在方向と直交す
る方向に沿って、かつ隣り合う画素行同士の境界付近に配置されている
　表示装置。
【請求項７】
　前記駆動部は、２次元画像と３次元表示用の画像とを切り替えて表示可能であり、
　前記３次元表示用の画像が、パターン・リターダ方式により表示される
　請求項６に記載の表示装置。
【請求項８】
　２次元配列されると共に、各々が、互いに異なる発色単位として２以上のサブ画素を含
む複数の画素と、
　前記複数の画素を表示駆動する駆動部と
　を備え、
　前記２以上のサブ画素は、輝度成分を主成分として含む色光を発する第１および第２の
サブ画素を有し、
　前記第１および第２のサブ画素は、１画素内において、中心を通ると共に互いに直交す
る２つの軸のそれぞれに対して、対称性を有するように配置され、
　１画素内において、前記２以上のサブ画素のうち、前記第１および第２のサブ画素の一
方のサブ画素が方形状または矩形状の領域に配置され、他のサブ画素が前記一方のサブ画
素の外周に沿って配置されている
　表示装置。
【請求項９】
　２次元配列されると共に、各々が、互いに異なる発色単位として２以上のサブ画素を含
む複数の画素と、
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　前記複数の画素を表示駆動する駆動部と
　を備え、
　前記２以上のサブ画素は、輝度成分を主成分として含む色光を発する第１および第２の
サブ画素を有すると共に、全体としてストライプ状となるように配置され、
　前記第１および第２のサブ画素は、１画素内において、中心を通ると共に互いに直交す
る２つの軸のそれぞれに対して、対称性を有するように配置され、
　前記第１および第２のサブ画素は、前記ストライプ状の１つのラインを成し、
　前記１つのライン内において、前記第１および第２のサブ画素のうちの一方のサブ画素
が、他方のサブ画素を挟むように、複数配置されている
　表示装置を備えた電子機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、カラー画像を表示する表示装置およびこれを備えた電子機器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、液晶表示装置（ＬＣＤ；Liquid Crystal Display）および有機ＥＬ（Electro lu
minescence）ディスプレイなどの表示装置では、透過率（輝度）向上のために、Ｒ（赤）
，Ｇ（緑），Ｂ（青）の色画素に加えてＷ（白）等の高輝度画素を含む画素配列が用いら
れている（例えば、特許文献１）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００８－２８７０６８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しがしながら、上述のように高輝度画素を用いた表示装置では、表示画像にいわゆる暗
線（あるいは輝線）が発生し、表示画質が劣化するという問題がある。
【０００５】
　本開示はかかる問題点に鑑みてなされたもので、その目的は、輝度を向上させつつ表示
画質の劣化を抑制することが可能な表示装置およびこれを備えた電子機器を提供すること
にある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本開示の第１の表示装置は、２次元配列されると共に、各々が、互いに異なる発色単位
として２以上のサブ画素を含む複数の画素と、複数の画素を表示駆動する駆動部とを備え
る。２以上のサブ画素は、輝度成分を主成分として含む色光を発する第１および第２のサ
ブ画素を有すると共に、全体としてストライプ状となるように配置され、第１および第２
のサブ画素は、１画素内において、中心を通ると共に互いに直交する２つの軸のそれぞれ
に対して、対称性を有するように配置されている。第１および第２のサブ画素は、ストラ
イプ状の１つのラインを成し、１つのライン内において、第１および第２のサブ画素のう
ちの一方のサブ画素が、他方のサブ画素を挟むように、複数配置されている。
　本開示の第２の表示装置は、２次元配列されると共に、各々が、互いに異なる発色単位
として２以上のサブ画素を含む複数の画素と、複数の画素を表示駆動する駆動部とを備え
る。２以上のサブ画素は、輝度成分を主成分として含む色光を発する第１および第２のサ
ブ画素を有すると共に、全体としてストライプ状となるように配置され、第１および第２
のサブ画素は、１画素内において、中心を通ると共に互いに直交する２つの軸のそれぞれ
に対して、対称性を有するように配置されている。第１および第２のサブ画素のうちの一
方のサブ画素が、矩形状または方形状の領域に配置され、他方のサブ画素が、一方のサブ
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画素の外周に沿って配置されている。
　本開示の第３の表示装置は、２次元配列されると共に、各々が、互いに異なる発色単位
として２以上のサブ画素を含む複数の画素と、複数の画素を表示駆動する駆動部とを備え
る。２以上のサブ画素は、輝度成分を主成分として含む色光を発する第１および第２のサ
ブ画素を有すると共に、全体としてストライプ状となるように配置され、第１および第２
のサブ画素は、１画素内において、中心を通ると共に互いに直交する２つの軸のそれぞれ
に対して、対称性を有するように配置されている。第１および第２のサブ画素のうちの一
方は、ストライプ状の延在方向と直交する方向に沿って、かつ隣り合う画素行同士の境界
付近に配置されている。
　本開示の第４の表示装置は、２次元配列されると共に、各々が、互いに異なる発色単位
として２以上のサブ画素を含む複数の画素と、複数の画素を表示駆動する駆動部とを備え
る。２以上のサブ画素は、輝度成分を主成分として含む色光を発する第１および第２のサ
ブ画素を有し、第１および第２のサブ画素は、１画素内において、中心を通ると共に互い
に直交する２つの軸のそれぞれに対して、対称性を有するように配置されている。１画素
内において、２以上のサブ画素のうち、第１および第２のサブ画素の一方のサブ画素が方
形状または矩形状の領域に配置され、他のサブ画素が一方のサブ画素の外周に沿って配置
されている。
【０００７】
　本開示の電子機器は、上記本開示の第１の表示装置を備えたものである。
【０００８】
　本開示の第１ないし第４の表示装置および電子機器では、互いに異なる発色単位として
の２以上のサブ画素が、輝度成分を主成分として含む色光を発する第１および第２のサブ
画素を含む。これらの第１および第２のサブ画素が、１画素内において、中心を通ると共
に互いに直交する２つの軸のそれぞれに対して、対称性を有するように配置されている。
これにより、隣接する画素行同士（または画素列同士）の間において、第１のサブ画素と
第２のサブ画素との間隔が略一定となる。この結果、表示画像における暗線あるいは輝線
の発生が抑制される。
【発明の効果】
【０００９】
　本開示の第１ないし第４の表示装置および電子機器によれば、各画素が、互いに異なる
発色単位としての２以上のサブ画素を含み、これらのサブ画素において、輝度成分を主成
分として含む色光を発する第１および第２のサブ画素が、１画素内において、中心を通る
と共に互いに直交する２つの軸のそれぞれに対して、対称性を有するように配置されてい
る。これにより、輝度成分を主成分として含む第１および第２のサブ画素を１画素内に配
置した場合にも、表示画像における暗線あるいは輝線の発生を抑制することができる。よ
って、輝度を向上させつつ表示画質の劣化を抑制することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本開示の一実施の形態に係る表示装置の全体構成を表すブロック図である。
【図２】図１に示した表示装置の画素配列例を表す平面模式図である。
【図３】図２に示した１画素内のサブ画素の配置例を説明するための平面模式図である。
【図４】比較例に係る画素配列例を表す平面模式図である。
【図５】図４に示した画素配列において、Ｇ画素が発光駆動された画素列とＷ画素が発光
駆動された画素列との各一部を示した模式図である。
【図６】図２に示した画素配列において、Ｇ画素が発光駆動された画素列とＷ画素が発光
駆動された画素列との各一部を示した模式図である。
【図７】図２に示した画素配列において、Ｇ画素が発光駆動された画素行とＷ画素が発光
駆動された画素行との各一部を示した模式図である。
【図８Ａ】画素（ピクセル）単位で表示駆動を行う場合のＲ，Ｇ，Ｂ画素（サブピクセル
）の発光駆動例を表す模式図である。
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【図８Ｂ】サブピクセルレンダリングによる表示駆動を行う場合のＲ，Ｇ，Ｂ画素（サブ
ピクセル）の発光駆動例を表す模式図である。
【図９Ａ】図４に示した画素配列において、画素（ピクセル）単位で表示駆動を行う場合
のＲ，Ｇ，Ｂ，Ｗ画素（サブピクセル）の発光駆動例を表す模式図である。
【図９Ｂ】図４に示した画素配列において、サブピクセルレンダリングによる表示駆動を
行う場合の不具合を説明するための模式図である。
【図１０Ａ】図２に示した画素配列において、画素（ピクセル）単位で表示駆動を行う場
合のＲ，Ｇ，Ｂ，Ｗ画素（サブピクセル）の発光駆動例を表す模式図である。
【図１０Ｂ】図２に示した画素配列において、サブピクセルレンダリングによる表示駆動
を行う場合のＲ，Ｇ，Ｂ，Ｗ画素（サブピクセル）の発光駆動例を表す模式図である。
【図１１】変形例１に係る画素配列例を表す平面模式図である。
【図１２】変形例２に係る画素配列例を表す平面模式図である。
【図１３】変形例３に係る画素配列例を表す平面模式図である。
【図１４】変形例４に係る画素配列例を表す平面模式図である。
【図１５】パターン・リターダ方式の３次元画像表示装置の構成例を表す模式図である。
【図１６】図１４に示した画素配列を用いた表示駆動の一例を表す模式図である。
【図１７】変形例５に係る画素配列例を表す平面模式図である。
【図１８】変形例６に係る画素配列例を表す平面模式図である。
【図１９Ａ】適用例１に係るスマートフォンの構成を表す斜視図である。
【図１９Ｂ】適用例１に係るスマートフォンの構成を表す斜視図である。
【図２０】適用例２に係るテレビジョン装置の構成を表す斜視図である。
【図２１Ａ】適用例３に係るデジタルスチルカメラの構成を表す斜視図である。
【図２１Ｂ】適用例３に係るデジタルスチルカメラの構成を表す斜視図である。
【図２２】適用例４に係るパーソナルコンピュータの外観を表す斜視図である。
【図２３】適用例５に係るビデオカメラの外観を表す斜視図である。
【図２４】適用例６に係る携帯電話機の構成を表す平面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、本開示の実施の形態について、図面を参照して詳細に説明する。尚、説明は以下
の順序で行う。
１．実施の形態（Ｇ，Ｗ画素が、１画素内において対称性を有し、ストライプ状の１つの
ラインを成す画素配列の例）
２．変形例１（Ｇ，Ｗ画素の並列配置の他の例）
３．変形例２（Ｇ，Ｗ画素がそれぞれ、ストライプ状の１つのラインとして配置された例
）
４．変形例３（Ｗ画素が矩形状の領域に配置され、Ｇ画素がＷ画素の外周に沿って配置さ
れた例）
５．変形例４（パターン・リターダ方式の３次元画像表示の際に好適な画素配置の例）
６．変形例５（Ｗ画素の外周に沿って、Ｒ，Ｇ，Ｂ画素が配置された例）
７．変形例６（Ｇ，Ｗ画素が、隣接する２画素からなる単位領域内において対称性を有す
る場合の例）
【００１２】
＜実施の形態＞
［構成］
　図１は、本開示の一実施の形態に係る表示装置（表示装置１）の全体構成を表したもの
である。表示装置１は、例えば液晶表示装置であり、画素部６０Ａ、回路部６０Ｂ、バッ
クライト３６、バックライト駆動部６３およびタイミング制御部６４等を備えている。こ
の他にも、例えば画像信号に対して所定の補正処理を施す画像信号処理回路等（図示せず
）が設けられている。各画素１０は、走査線ＷＳＬおよび信号線ＤＴＬに接続されている
。尚、ここでは、液晶表示装置を例に挙げたが、本開示の表示装置は、これに限らず、有



(6) JP 5910529 B2 2016.4.27

10

20

30

40

50

機ＥＬ表示装置等のカラー表示を行うあらゆるタイプの表示装置に適用可能である。
【００１３】
　画素部６０Ａは、例えばマトリクス状に２次元配置された複数の画素（ピクセル）１０
を含む。各画素１０は、例えば画素１０Ｒ，１０Ｇ，１０Ｂ，１０Ｗ（サブピクセル）を
含む。これらの画素１０Ｒ，１０Ｇ，１０Ｂ，１０Ｗの構成については後述する。
【００１４】
　回路部６０Ｂは、例えば走査線駆動回路６２および信号線駆動回路６１を含む。走査線
駆動回路６２は、タイミング制御部６４によるタイミング制御に従って、各画素１０を線
順次駆動するものである。信号線駆動回路６１は、各画素１０へそれぞれ、タイミング制
御部６４から供給される入力画像信号Ｄinに基づく映像電圧を供給するものである。具体
的には、入力画像信号Ｄinに対してＤ／Ａ（デジタル／アナログ）変換を施すことにより
、アナログ信号である画像信号を生成し、各画素へ出力する。
【００１５】
　タイミング制御部６４は、走査線駆動回路６２および信号線駆動回路６１の駆動タイミ
ングを制御すると共に、外部から入力される入力画像信号Ｄinを信号線駆動回路６１へ供
給するものである。尚、本実施の形態では、後述のサブピクセルレンダリングによる表示
駆動を行う際には、入力画像信号Ｄinとして、サブピクセル単位での画像表示に対応した
画像信号が用いられる。
【００１６】
　バックライト３６は、画素部６０Ａへ向けて光を照射する光源であり、例えばＬＥＤ（
Light Emitting Diode）やＣＣＦＬ（Cold Cathode Fluorescent Lamp）等を複数含むも
のである。このバックライト３６は、バックライト駆動部６３によって駆動され、点灯状
態および消灯状態が制御されるようになっている。
【００１７】
　尚、本実施の形態における画素１０が、本開示における「画素」の一具体例に相当し、
画素１０Ｒ，１０Ｇ，１０Ｂ，１０Ｗが、本開示における「サブ画素」の一具体例に相当
する。また、回路部６０Ｂおよびタイミング制御部６４が、本開示における「駆動部」の
一具体例に相当する。
【００１８】
（画素配列）
　画素１０は、表示装置１において基本的な表示単位（ピクセル）を構成するものである
。この画素１０は、互いに異なる発色単位（サブピクセル）として、例えばＲ（赤），Ｇ
（緑），Ｂ（青）の各色を発光する画素１０Ｒ，１０Ｇ，１０Ｂと、例えばＷ（白）を発
光する画素１０Ｗとを含んでいる。画素１０Ｗは、例えば高輝度化を目的として配置され
る画素（高輝度画素）である。このように、本実施の形態では、各画素１０が、４つのサ
ブピクセル（画素１０Ｒ，１０Ｇ，１０Ｂ，１０Ｗ）を含む。これらのうち、２つのサブ
ピクセル（画素１０Ｇ，１０Ｗ）が、輝度成分（Ｙ）を主成分として含む色光を発する。
換言すると、画素１０Ｇ，１０Ｗは、分光特性において、輝度成分のピーク波長付近に、
発光スペクトルピークを有している。
【００１９】
　本実施の形態では、１つの画素１０内で、このような画素１０Ｇ，１０Ｗが、画素中心
（例えば画素１０のＸＹ平面形状の重心）に対して対称性を有して配置されている。即ち
、本実施の形態では、１つの画素１０が、本開示における「単位領域」の一具体例に相当
する。尚、輝度成分（Ｙ）を多く含む色としては、上記Ｇ，Ｗの他にも、例えばＹ（黄色
），Ｃｙａｎ（シアン）等が挙げられる。ここでは、本開示の「第１のサブ画素」および
「第２のサブ画素」として、画素１０Ｇ，１０Ｗを例示するが、これらの画素１０Ｇ，１
０Ｗのうちの一方または両方に替えて、黄色あるいはシアンを発光する画素が配置されて
いてもよい。また、１つの画素（ピクセル）内にこのような輝度成分を多く含む波長を発
する画素（サブピクセル）を３つ以上含んでいてもよい。
【００２０】
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　図２は、本実施の形態の画素配列（画素配列Ａ）の構成を模式的に表したものである。
このように、本実施の形態では、画素１０Ｒ，１０Ｇ，１０Ｂ，１０Ｗが、例えば全体と
してストライプ状となるように配置されている。このストライプ状は、例えば画素行方向
（Ｙ方向）に延在する複数（ここでは３本）のライン（短冊状の領域）からなり、画素１
０Ｒ，１０Ｂがそれぞれ１つのラインを成すように配置されている。このような画素配列
Ａにおいて、例えば画素１０Ｇ，１０Ｗは、Ｙ方向に沿って並列配置されており、これに
より上記ストライプ状の１つのラインを成している。
【００２１】
　具体的には、図３に示したように、画素１０Ｇ，１０Ｗが、画素中心Ｐに対して点対称
となるように配置されている。また、この例では、画素中心Ｐを通ると共にＸ方向に沿っ
た軸Ｘ１に対して線対称であると共に、画素中心Ｐを通ると共にＹ方向に沿った軸Ｙ１に
対して線対称となっている。このような対称性により、画素１０Ｇ，１０Ｗの、いわゆる
輝度重心が画素中心Ｐと一致している。ここでは、画素１０内において、画素中心Ｐを含
む中央領域に画素１０Ｗが配置され、この画素１０Ｗを挟む２箇所に画素１０Ｇが配置さ
れている。このように、画素１０内において、１つの画素１０Ｗに対して２つの画素１０
Ｇが配置されていることが画素配列Ａの特徴であり、これによって上記対称性が得られる
ようになっている。但し、画素１０Ｇ，１０Ｗのそれぞれが設けられる位置、個数および
面積等は、輝度と色バランスとのいずれを優先するかによって適宜設定されればよく、特
に限定されるものではない。
【００２２】
［作用・効果］
　表示装置１では、図１に示したように、タイミング制御部６４へ入力画像信号Ｄinが入
力されると、走査線駆動回路６２および信号線駆動回路６１は、画素部１０Ａの各画素１
０を表示駆動する。具体的には、タイミング制御部６４の制御に応じて、走査線駆動回路
６２が、各画素に接続された走査線ＷＳＬに走査信号を順次供給すると共に、信号線駆動
回路６１が、入力画像信号Ｄinに基づく画像信号を、所定の信号線ＤＴＬに供給する。こ
れにより、画像信号が供給された信号線ＤＴＬと走査信号が供給された走査線ＷＳＬとの
交差点に位置する画素１０が選択され、その画素１０に駆動電圧が印加される。選択され
た画素１０では、印加された駆動電圧に応じてバックライト３６からの入射光が変調され
、画素１０Ｒ，１０Ｇ，１０Ｂ，１０Ｗの各発光強度に基づく色調および輝度が表現され
る。このような画素１０の表示駆動を線順次で行うことにより、入力画像信号Ｄinに基づ
く画像が表示される。
【００２３】
　本実施の形態では、上述したように、画素１０が、サブピクセルとしてＲ，Ｇ，Ｂの３
画素１０Ｒ，１０Ｇ，１０Ｂの他に、Ｗの画素１０Ｗを含んでいる。このため、輝度成分
を多く含む、即ち視感度の高い画素が、１つの画素１０内に２つ存在する。
【００２４】
　ここで、図４に、本実施の形態の比較例に係る画素配列（画素配列１００Ａ）について
示す。画素配列１００Ａでは、１つのピクセル（画素１００）内に、Ｒ，Ｇ，Ｂ，Ｗを発
光する４つのサブピクセル（画素１００Ｒ，１００Ｇ，１００Ｂ，１００Ｗ）が、格子状
に配置されている。つまり、画素１００では、２×２の各領域に、画素１００Ｒ，１００
Ｇ，１００Ｂ，１００Ｗのいずれかが配置され、画素１００Ｒ，１００Ｇ，１００Ｂ，１
００Ｗの平面形状はいずれも略方形状となっている。
【００２５】
　図５に、このような比較例の画素配列１００Ａにおいて、画素１００Ｇが発光駆動され
た画素列（Ａ１，Ａ４）と、画素１００Ｗが発光駆動された画素列（Ａ２，Ａ３）とを模
式的に示す。尚、画素１００Ｇ，１００Ｗ以外のサブピクセルについては黒色で示してい
る。このように、画素配列１００Ａでは、画素１００Ｇと画素１００ＷとのＸ方向におけ
る間隔（Ｄ１００ａ，Ｄ１００ｂ）が場所によって異なる。例えば、画素列Ａ１，Ａ２間
では、画素１００Ｇと画素１００Ｗとの間隔Ｄ１００ａが大きくなり過ぎる一方、画素列
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Ａ３，Ａ４間では、画素１００Ｇと画素１００Ｗとの間隔Ｄ１００ｂが小さくなり過ぎる
。画素１００Ｇ，１００Ｗの視感度が高いことから、表示画像では、間隔Ｄ１００ａに対
応する部分が例えば暗線として視認され、間隔Ｄ１００ｂに対応する部分が例えば輝線と
して視認され易い。
【００２６】
　これに対し、本実施の形態の画素配列Ａでは、画素１０Ｒ，１０Ｇ，１０Ｂ，１０Ｗの
うち、画素１０Ｇ，１０Ｗが、画素１０内において、画素中心Ｐに対して対称性を有する
ように配置されている。
【００２７】
　ここで、図６に、画素配列Ａにおいて、画素１０Ｇが発光駆動された画素列（Ａ１，Ａ
４）と、画素１０Ｗが発光駆動された画素列（Ａ２，Ａ３）とについて模式的に示す。こ
のように、画素配列１０Ａでは、画素１０Ｇ，１０Ｗが上述したような対称性を有するこ
とにより、画素１０Ｇと画素１０ＷとのＸ方向における間隔（Ｄｘ）が略一定となる（隣
接する画素列同士の間において、画素１０Ｇと画素１０Ｗとの間隔が略一定となる）。従
って、本実施の形態では、例えば隣接する２つの画素列のそれぞれにおいて、視感度の高
い画素１０Ｇ，１０Ｗを発光させた場合であっても、表示画像における、上記のような暗
線（あるいは輝線）の発生が抑制される。
【００２８】
　また図７には、画素配列Ａにおいて、画素１０Ｇが発光駆動された画素行（Ｂ１，Ｂ４
）と、画素１０Ｗが発光駆動された画素行（Ｂ２，Ｂ３）とについて模式的に示す。この
ように、画素配列１０Ａでは、画素１０Ｇ，１０Ｗが上述したような対称性を有すること
により、画素１０Ｇと画素１０ＷとのＹ方向における間隔（Ｄｙ）が略一定となる（隣接
する画素行同士の間において、画素１０Ｇと画素１０Ｗとの間隔が略一定となる）。従っ
て、本実施の形態では、例えば隣接する２つの画素行のそれぞれにおいて、視感度の高い
画素１０Ｇ，１０Ｗを発光させた場合であっても、表示画像における、上記のような暗線
（あるいは輝線）の発生が抑制される。
【００２９】
　このように、本実施の形態では、画素１０内において、輝度成分を主成分として含む色
光を発する画素１０Ｇ，１０Ｗが、画素中心Ｐに対して対称性を有していることにより、
暗線（あるいは輝線）の発生が抑制される。また、本実施の形態の画素配列Ａでは、上記
構成により、画素１０Ｇ，１０Ｗを発光駆動した場合に、Ｘ，Ｙ方向の両方における間隔
（Ｄｘ，Ｄｙ）が一定となることから、例えば水平方向にも垂直方向にも暗線（輝線）の
抑制された表示画像が得られる。
【００３０】
　また、本実施の形態では、画素配列Ａにおいて、画素１０Ｒ，１０Ｇ，１０Ｂ，１０Ｗ
が全体としてストライプ状となるように配置されている。特に、画素１０Ｇ，１０Ｗは、
上述したような対称性を持ちつつ、Ｙ方向に沿った１つのラインを成すように配置されて
いる。画素配列Ａにおいて、画素１０Ｒ，１０Ｇ，１０Ｂ，１０Ｗが、そのようなストラ
イプ状を成すことにより、以下に説明するような、いわゆるサブピクセルレンダリングに
よる表示駆動に好適な画素構造を実現できる。
【００３１】
　まず、図８Ａおよび図８Ｂを参照して、ＲＧＢのサブピクセルを用いたサブピクセルレ
ンダリングによる表示駆動動作の概要について説明する。例えば、表示画像として、「斜
め方向に沿って延在する白線」を表現する場合において、図８Ａは、ピクセル単位の表示
駆動動作、図８Ｂは、サブピクセル単位の表示駆動動作（サブピクセルレンダリング）を
、それぞれ模式的に表している。また、このサブピクセルレンダリングは、例えばＲＧＢ
の各サブピクセルがストライプ状に配置されている画素配列に対して行われ、画像信号Ｄ
inとしては、サブピクセルレンダリングに対応したものが用いられる。
【００３２】
　ここで、画素１０１（ピクセル）単位で表示駆動を行う場合には、例えば図８Ａに示し
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たように、選択的な画素１０１内の画素１０１Ｒ，１０１Ｇ，１０１Ｂ（サブピクセル）
を１つの組として発光駆動する。画素１０１毎に白が表示され、斜めの白線が表現される
。
【００３３】
　一方、サブピクセルレンダリングによる表示駆動を行う場合には、例えば図８Ｂに示し
たように、画素１０１Ｒ，１０１Ｇ，１０１Ｂのそれぞれを仮想的に表示単位とみなし、
選択的な画素１０１Ｒ，１０１Ｇ，１０１Ｂを発光駆動する。つまり、１つの画素１０１
を構成する画素１０１Ｒ，１０１Ｇ，１０１Ｂの組に限らず、例えば互いにＸ方向におい
て隣接する画素１０１Ｒ，１０１Ｇ，１０１Ｂの並び（Ｒ，Ｇ，Ｂ）（Ｇ，Ｂ，Ｒ）（Ｂ
，Ｒ，Ｇ）の各組を用いて白を表示する。これにより、図８Ａに示したピクセル単位で表
示駆動を行う場合よりも、解像度が向上し、斜めの白線が滑らかに表現される。
【００３４】
　ところが、このようなサブピクセルレンダリングを、Ｗ画素を含む４つのサブピクセル
からなる画素配列（比較例の画素配列１００Ａ）に適用した場合、次のような不具合が生
じる。ここで、画素配列１００Ａにおいて、画素１００（ピクセル）単位で表示駆動を行
う場合には、例えば図９Ａに示したように、選択的な画素１００内の４つの画素１００Ｒ
，１００Ｇ，１００Ｂ，１００Ｗ（サブピクセル）を１つの組として発光駆動する。画素
１００毎に白が表示され、斜めの白線が表現される。一方、例えば図８Ｂに示したように
、画素配列１００Ａにおいて、画素１００Ｒ，１００Ｇ，１００Ｂ，１００Ｗのそれぞれ
を仮想的に表示単位とみなして個別に発光駆動しても、上述のＲＧＢの３サブピクセル構
成のように、滑らかな白線を表現することは困難である。
【００３５】
　これに対し、本実施の形態の画素配列１０Ａでは、上述したように、画素１０内におい
て、画素１０Ｒ，１０Ｇ，１０Ｂ，１０Ｗが、全体としてストライプ状を成し、かつ画素
１０Ｇ，１０Ｗが１ラインを成すように、配置されている。以下、このような画素配列１
０Ａに対し、上記のような斜めの白線を表現する場合について説明する。図１０Ａに、画
素配列１０Ａにおけるピクセル単位の表示駆動動作を、図１０Ｂに、画素配列１０Ａにお
けるサブピクセルレンダリングによる表示駆動動作を、それぞれ模式的に示す。
【００３６】
　図１０Ａに示したように、画素１０（ピクセル）単位で表示駆動を行う場合には、選択
的な画素１０内の４つの画素１０Ｒ，１０Ｇ，１０Ｂ，１０Ｗ（サブピクセル）を１つの
組として発光駆動する。
【００３７】
　一方、図１０Ｂに示したように、サブピクセルレンダリングによる表示駆動を行う場合
には、画素１０Ｒ，１０Ｇ，１０Ｂ，１０Ｗのそれぞれを仮想的に表示単位とみなし、選
択的な画素１０Ｒ，１０Ｇ，１０Ｂ，１０Ｗを発光駆動する。このように、本実施の形態
では、上述したような画素配列１０Ａによって、上記ＲＧＢの場合（図８Ｂ）と同様のサ
ブピクセルレンダリングを適用して、滑らかな白線を表現することができる。よって、解
像度を高め、表示画質をより良好なものとすることが可能である。
【００３８】
　以上説明したように、本実施の形態では、互いに異なる発色単位（画素１０Ｒ，１０Ｇ
，１０Ｂ，１０Ｗ）のうち、輝度成分を主成分として含む色光を発する画素（画素１０Ｇ
，１０Ｗ）が、画素中心Ｐに対して対称性を有するように配置されている。これにより、
隣接する画素行同士（または画素列同士）の間において、画素１０Ｇと画素１０Ｗの間隔
が略一定となる。この結果、例えば高輝度化を目的として、１画素１０内に画素１０Ｗを
配置した場合にも、表示画像における暗線あるいは輝線の発生を抑制できる。よって、輝
度を向上させつつ表示画質の劣化を抑制することが可能となる。
【００３９】
　以下、上記実施の形態の画素配列Ａの変形例（変形例１～６）について説明する。尚、
上記実施の形態と同様の構成要素については、同一の符号を付し、適宜説明を省略する。
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【００４０】
＜変形例１＞
　図１１は、変形例１に係る画素配列（画素配列１１Ａ）の構成を模式的に表したもので
ある。上記実施の形態の画素配列Ａでは、画素１０Ｇ，１０Ｗをストライプ状の１ライン
を成すように配置すると共に、１つの画素１０Ｗに対して２つの画素１０Ｇを配置した場
合を例示したが、これらの画素１０Ｇ，１０Ｗの配置が逆であってもよい。即ち、本変形
例のように、画素１１の中央領域に、Ｇ（緑）の画素１１Ｇが配置され、この画素１１Ｇ
を挟む２箇所に、Ｗ（白）の画素１１Ｗが配置されていてもよい。このような配置であっ
ても、画素１１内において、画素１１Ｇ，１１Ｗが上述したような対称性を有することか
ら、上記実施の形態と同様の効果を得ることができる。
【００４１】
＜変形例２＞
　図１２は、変形例２に係る画素配列（画素配列１２Ａ）の構成を模式的に表したもので
ある。上記実施の形態では、画素１０Ｒ，１０Ｇ，１０Ｂ，１０Ｗが全体として３つのラ
インからなるストライプ状を成す（画素１０Ｇ，１０Ｗが１つのラインを成す）場合を例
示したが、１つのサブピクセルが１つのラインを成していてもよい。即ち、本変形例のよ
うに、画素１２が、サブピクセルとして画素１２Ｒ，１２Ｇ，１２Ｂ，１２Ｗを有し、こ
れらの画素１２Ｒ，１２Ｇ，１２Ｂ，１２Ｗのそれぞれがストライプ状の１つのラインを
成してもよい。例えば、画素１２Ｒ，１２Ｇ，１２Ｂ，１２ＷがそれぞれＹ方向に沿って
延在すると共に、Ｘ方向に沿って、画素１２Ｒ，１２Ｇ，１２Ｗ，１２Ｇ，１２Ｂの順に
並列配置されている。画素配列１２Ａでは、画素１２において、２つの画素１２Ｇの間に
、１つの画素１２Ｗが配置されている。
【００４２】
　このような画素配列１２Ａにより、上述した実施の形態と同様の対称性が得られる。具
体的には、画素１２Ｇ，１２Ｗが、画素中心Ｐに対して点対称であると共に、軸Ｘ１，Ｙ
１に対して線対称となるように配置されている。このため、本変形例においても、画素１
２Ｇ，１２Ｗの輝度重心が画素中心Ｐと一致している。
【００４３】
　また、画素配列１２Ａでは、上記のような対称性を有しつつ、全体としてストライプ状
を成すように配置されているので、上述したようなサブピクセルレンダリングによる表示
駆動にも好適に適用可能である。
【００４４】
　更に、本変形例では、画素１２Ｒ，１２Ｇ，１２Ｂ，１２Ｗのそれぞれを略同一形状に
より形成可能であるため、カラーフィルタ等の設計が比較的容易であり、製造性の観点に
おいても優れている。
【００４５】
＜変形例３＞
　図１３は、変形例３に係る画素配列（画素配列１３Ａ）の構成を模式的に表したもので
ある。上記実施の形態では、画素１０Ｇ，１０Ｗがストライプ状におけるラインを成す場
合を例示したが、上述のような所定の対称性を有していれば、必ずしもＲ，Ｂの画素と同
等の幅を有していなくともよい。例えば、本変形例のように、画素１３において、Ｒ（赤
）の画素１３Ｒと、青（Ｂ）の画素１３Ｂとの間の矩形状（または方形状）の領域に、Ｗ
（白）の画素１３Ｗが配置され、この画素１３Ｗの外周に沿って（画素１３Ｗを囲むよう
に）、Ｇ（緑）の画素１３Ｇが配置されていてもよい。
【００４６】
　このような画素配列１３Ａにより、上述した実施の形態と同様の対称性（画素中心Ｐま
たは画素中心Ｐを通る軸に対する対称性）が得られる。また、画素配列１３Ａでは、画素
１３Ｒ，１３Ｂと、画素１３Ｇ（画素１３Ｗ）との間においてライン幅が異なるものの、
全体としてストライプ状を成すように配置されているので、上述したようなサブピクセル
レンダリングによる表示駆動にも適用可能である。
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【００４７】
　更に、本変形例の画素配列１３Ａでは、画素１０Ｇが画素１０Ｗを取り囲むように配置
され、画素１０Ｇ，１０Ｗが分離されていない（一体的な）配置であることから、例えば
１本線を表示する場合等において、より自然な画像を表現可能となる。
【００４８】
＜変形例４＞
　図１４は、変形例４に係る画素配列（画素配列１４Ａ）の構成を模式的に表したもので
ある。本変形例の画素配列１４Ａは、特にパターン・リターダ方式の３次元画像表示を行
う際に好適に用いられるものである。このような３次元画像表示は、例えば図１５に示し
たように、表示装置１の光出射側に、位相差フィルムであるパターン・リターダ５を配置
することにより実現される。尚、図１５では、表示装置１として、バックライト３６と、
画素配列１４Ａを有する表示パネル２と、偏光板４とを示している。パターン・リターダ
５は、１走査線（画素行）毎に入射光線の偏光方向を変化させるフィルムであり、位相差
の異なる層を交互に配列したものである。
【００４９】
　画素配列１４Ａは、上記実施の形態と同様、画素１４内に、Ｒ，Ｇ，Ｂの３つの画素１
４Ｒ，１４Ｇ，１４Ｂと共に、Ｗ（白）の画素１４Ｗを有している。但し、本変形例では
、これらのうち画素１４Ｒ，１４Ｇ，１４Ｂが、例えばストライプ状を成し、画素１４Ｗ
は、隣接する画素行Ｂ同士の境界付近（画素１４の上部および下部）に、Ｘ方向に延在す
るように（Ｘ方向を長手方向とする矩形状の領域に）配置されている。
【００５０】
　このような画素配列１４Ａにより、上述した実施の形態と同様の対称性（画素中心Ｐま
たは画素中心Ｐを通る軸に対する対称性）が得られる。また、画素配列１４Ａでは、画素
１４Ｒ，１４Ｇ，１４Ｂが、全体としてストライプ状を成すように配置されているので、
２次元画像表示の際には、上述したようなサブピクセルレンダリングによる表示駆動にも
適用可能である。
【００５１】
　また、本変形例の画素配列１４Ａは、特にパターン・リターダ方式による３次元表示表
の画像と、２次元画像とを切り替えて表示する駆動を行う場合に有効である。例えば、図
１６に示したように、２次元画像を表示する際（２Ｄ表示時）には、各画素１４において
、画素１４Ｗを発光駆動する（白表示とする）ことにより、表示画像における輝度向上が
図られる。
【００５２】
　一方で、３次元画像を表示する際（３Ｄ表示時）には、各画素１４において、画素１４
Ｗを消灯する（黒表示とする）ことで、次のような効果を得ることができる。即ち、パタ
ーン・リターダ方式の３次元表示の際には、まず、画素配列１４Ａにおいて、画素行Ｂ毎
に、交互に左眼用と右眼用の画像を表示する駆動がなされる。なお、左眼用および右眼用
の画像は、互いに視差を有する画像である。これらの左眼用および右眼用の画像に対応す
る画像光のそれぞれに対し、パターン・リターダ５が、互いに異なる位相差を付与する。
観察者が、所定の偏光眼鏡を用いて、パターン・リターダ５から出射した左眼用の画像光
を左眼で認識すると共に、右眼用の画像光を右眼で認識することにより、立体視が実現す
る。
【００５３】
　ところが、このようなパターン・リターダ方式の３次元表示を行う場合、画素配列１４
Ａでは、右眼用の画像を表示する画素行Ｂと、左眼用の画像を表示する画素行Ｂとが隣接
する。このため、特に画素行Ｂ同士の境界付近から出射した、左眼用および右眼用の画像
光が、パターン・リターダ５による偏光分離までの過程において、クロストークすること
がある。このため、３次元表示時には、画素１４Ｗを黒表示として、画素行Ｂ同士の境界
付近を遮光することにより、左右のクロストークを抑制することができる。また、画素１
４Ｗが黒表示されることから、３次元表示時における色表現が劣化しにくいというメリッ
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トもある。
【００５４】
＜変形例５＞
　図１７は、変形例５に係る画素配列の各画素の構成を模式的に表したものである。上記
実施の形態および変形例では、様々な画素配列（画素配列１０Ａ～１４Ａ）について例示
したが、本開示のサブ画素の配列は、これらのものに限定される訳ではない。即ち、輝度
成分を主成分として含むサブ画素が上述したような対称性を有していれば、各サブ画素の
形状、面積および位置等は自由に設定することができる。例えば、図１７に示した画素１
５のように、Ｗ（白）の画素１５Ｗを、画素１５の中央領域に配置し、この画素１５Ｗの
外周に沿って（画素１５Ｗを取り囲むように）、他の画素１５Ｒ，１５Ｇ，１５Ｂを配置
してもよい。この例においても、１つの画素１５Ｗを挟むように、２つの画素１５Ｇが配
置されており、これによって上述した対称性が得られるようになっている。
【００５５】
＜変形例６＞
　図１８は、変形例６に係る画素配列（画素配列１６Ａ）の構成を模式的に表したもので
ある。上述の実施の形態および変形例では、本開示の「単位領域」が１画素である場合を
例示したが、２以上の画素からなる単位領域において、上述のような対称性を有していて
もよい。即ち、本変形例のように、隣接する２つの画素１６Ａ１，１６Ａ２からなる領域
を単位領域として、この画素１６Ａ１，１６Ａ２の中心Ｐ１に対して対称性を有していて
もよい。
【００５６】
　具体的には、画素１６Ａ１，１６Ａ２はそれぞれ、サブピクセルとして画素１６Ｒ，１
６Ｇ，１６Ｗ，１６Ｂを有するが、これらのうち画素１６Ｇ，１６Ｗが、中心Ｐ１に対し
て点対称であると共に、軸Ｘ１，Ｙ１に対して線対称となるように配置されている。本変
形例では、このような構成により、画素１６Ｇ，１６Ｗの輝度重心が中心Ｐ１と一致する
。
【００５７】
　このように、１つの画素内では対称性を有していなくとも、例えば隣接する複数の画素
同士の間において対称性を有していれば、上記実施の形態に近い効果を得ることができる
。
【００５８】
＜適用例＞
　以下、上記実施の形態等で説明した表示装置の適用例について説明する。上記実施の形
態の表示装置１は、例えばスマートフォン、テレビジョン装置，デジタルカメラ，ノート
型パーソナルコンピュータ、携帯電話等の携帯端末装置あるいはビデオカメラなど、外部
から入力された映像信号あるいは内部で生成した映像信号を、画像あるいは映像として表
示するあらゆる分野の電子機器の表示装置に適用することが可能である。
【００５９】
　図１９Ａおよび図１９Ｂは、スマートフォンの外観を表している。このスマートフォン
は、例えば、表示部１１０（表示装置１）および非表示部（筐体）１２０と、操作部１３
０とを備えている。操作部１３０は、非表示部１２０の前面に設けられていてもよいし（
図１９Ａ）、上面に設けられていてもよい（図１９Ｂ）。
【００６０】
　図２０は、テレビジョン装置の外観構成を表している。このテレビジョン装置は、例え
ば、フロントパネル２１０およびフィルターガラス２２０を含む映像表示画面部２００（
表示装置１）を備えている。
【００６１】
　図２１Ａおよび図２１Ｂは、デジタルスチルカメラの外観構成を表しており、図２１Ａ
は前面側の構成、図２１Ｂは後面側の構成をそれぞれ示している。このデジタルスチルカ
メラは、例えば、フラッシュ用の発光部３１０と、表示部３２０（表示装置１）と、メニ
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ュースイッチ３３０と、シャッターボタン３４０とを備えている。
【００６２】
　図２２は、ノート型のパーソナルコンピュータの外観構成を表している。このパーソナ
ルコンピュータは、例えば、本体４１０と、文字等の入力操作用のキーボード４２０と、
画像を表示する表示部４３０（表示装置１）とを備えている。
【００６３】
　図２３は、ビデオカメラの外観構成を表している。このビデオカメラは、例えば、本体
部５１０と、その本体部５１０の前方側面に設けられた被写体撮影用のレンズ５２０と、
撮影時のスタート／ストップスイッチ５３０と、表示部５４０（表示装置１）とを備えて
いる。
【００６４】
　図２４は、携帯電話機の外観構成を示している。この携帯電話機は、例えば、上側筐体
６１０と下側筐体６２０とが連結部（ヒンジ部）６３０により連結されたものであり、デ
ィスプレイ６４０（表示装置１）と、サブディスプレイ６５０と、ピクチャーライト６６
０と、カメラ６７０とを備えている。
【００６５】
　以上、実施の形態および変形例を挙げて本開示を説明したが、本開示はこれらの実施の
形態等に限定されず、種々の変形が可能である。例えば、上記実施の形態等では、表示装
置の一例として、液晶表示装置を例示したが、本開示は他の種類の表示装置にも適用する
ことが可能である。具体的には、例えばＰＤＰ（Plasma Display Panel）や有機ＥＬディ
スプレイなどを用いた表示装置にも適用することが可能である。
【００６６】
　尚、本開示内容は、以下のような構成であってもよい。
（１）
　２次元配列されると共に、各々が、互いに異なる発色単位として２以上のサブ画素を含
む複数の画素と、
　前記複数の画素を表示駆動する駆動部と
　を備え、
　前記２以上のサブ画素は、輝度成分を主成分として含む色光を発する第１および第２の
サブ画素を有し、
　前記第１および第２のサブ画素は、１または２以上の画素からなる単位領域の中心また
は前記中心を通る軸に対して対称性を有するように配置されている
　表示装置。
（２）
　前記単位領域が１画素からなり、
　前記第１および第２のサブ画素は、１画素内において前記対称性を有する
　上記（１）に記載の表示装置。
（３）
　前記２以上のサブ画素は、全体としてストライプ状となるように配置されている
　上記（１）または（２）記載の表示装置。
（４）
　前記駆動部は、表示駆動の際に、所定の画像信号を用いてサブピクセルレンダリングを
行う
　上記（３）に記載の表示装置。
（５）
　前記第１および第２のサブ画素は、前記ストライプ状の延在方向に沿って並列配置され
ると共に、前記ストライプ状の１つのラインを成す
　上記（３）に記載の表示装置。
（６）
　前記第１および第２のサブ画素はそれぞれ、前記ストライプ状の１つのラインを成す
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　上記（３）に記載の表示装置。
（７）
　前記第１および第２のサブ画素のうちの一方のサブ画素が、矩形状または方形状の領域
に配置され、他方のサブ画素が、前記一方のサブ画素の外周に沿って配置されている
　上記（３）に記載の表示装置。
（８）
　前記第１および第２のサブ画素のうちの一方は、前記ストライプ状の延在方向と直交す
る方向に沿って、かつ隣り合う画素行同士の境界付近に配置されている
　上記（３）に記載の表示装置。
（９）
　前記駆動部は、２次元画像と３次元表示用の画像とを切り替えて表示可能であり、
　前記３次元表示用の画像が、パターン・リターダ方式により表示される
　上記（８）に記載の表示装置。
（１０）
　１画素内において、前記２以上のサブ画素のうち、前記第１および第２のサブ画素の一
方のサブ画素が方形状または矩形状の領域に配置され、他のサブ画素が前記一方のサブ画
素の外周に沿って配置されている
　上記（１）に記載の表示装置。
（１１）
　前記単位領域が隣接する２以上の画素からなり、
　前記第１および第２のサブ画素は、前記隣接する２以上の画素からなる単位領域内にお
いて、前記対称性を有する
　上記（１）に記載の表示装置。
（１２）
　前記第１および第２のサブ画素は、白（Ｗ）、緑（Ｇ）、黄（Ｙ）およびシアン（Ｃｙ
ａｎ）のうちのいずれかの色光を発するものである
　上記（１）～（１１）のいずれかに記載の表示装置。
（１３）
　前記第１のサブ画素は白色光を、前記第２のサブ画素は緑色光をそれぞれ発するもので
ある
　上記（１２）に記載の表示装置。
（１４）
　２次元配列されると共に、各々が、互いに異なる発色単位として２以上のサブ画素を含
む複数の画素と、
　前記複数の画素を表示駆動する駆動部と
　を備え、
　前記２以上のサブ画素は、輝度成分を主成分として含む色光を発する第１および第２の
サブ画素を有し、
　前記第１および第２のサブ画素は、１または２以上の画素からなる単位領域の中心また
は前記中心を通る軸に対して対称性を有するように配置されている
　表示装置を備えた電子機器。
【符号の説明】
【００６７】
　１…表示装置、１０Ａ～１４Ａ…画素配列、１０～１５…画素、１０Ｒ～１５Ｒ…画素
（Ｒ）、１０Ｇ～１５Ｇ…画素（Ｇ）、１０Ｂ～１５Ｂ…画素（Ｂ）、１０Ｗ～１５Ｗ…
画素（Ｗ）、３６…バックライト、６４…タイミング制御部、６３…バックライト駆動部
、６１…信号線駆動回路、６２…走査線駆動回路、Ｄin…画像信号、Ｐ…画素中心、Ｐ１
…中心、Ｘ１，Ｙ１…軸、Ａ１～Ａ４…画素列、Ｂ１～Ｂ４，Ｂ…画素行、Ｄｘ，Ｄｙ…
間隔。



(15) JP 5910529 B2 2016.4.27

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】

【図７】



(16) JP 5910529 B2 2016.4.27

【図８Ａ】 【図８Ｂ】

【図９Ａ】 【図９Ｂ】



(17) JP 5910529 B2 2016.4.27

【図１０Ａ】 【図１０Ｂ】
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              Ｇ０２Ｆ　　１／１３３
              Ｇ０９Ｇ　　３／１８
              　　　　　　３／３６
              Ｇ０９Ｇ　　３／００　　－　　３／０８
              　　　　　　３／１２
              　　　　　　３／１６
              　　　　　　３／１９　　－　　３／２６
              　　　　　　３／３０
              　　　　　　３／３４
              　　　　　　３／３８
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